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R32Cシリーズ用シミュレータデバッガ 
および エミュレータデバッガ 

ご使用上のお願い

R32Cシリーズ用シミュレータデバッガ および エミュレータデバッガの使用上の注意事項を連絡します。

R32Cシリーズ用Cコンパイラの -fI16 (-fint_16) オプションを使用した場合の注意事項

1. 該当製品
   以下の製品が該当します。
   (1) R32Cシリーズ用シミュレータデバッガ
               V.1.00 Release 00 および V.1.01 Release 00
       本製品はR32Cシリーズ用Cコンパイラパッケージに含まれています。

   (2) R32C/100 E30Aエミュレータデバッガ
               V.1.00 Release 00 ～ V.1.02 Release 00

2. 内容
   以下の(1)または(2)の機能を使用した場合、
   コンパイラの -fI16(-fint_16) オプション (注) を使用してビルドした
   プログラムのsigned int型変数の値を16進数表示、または、signed int型
   レジスタ変数の値を10進数表示すると、負の値のときに正しくない値が
   表示されます。
    注: -fI16 (-fint_16) オプションは、int型を16ビット幅で扱います。

   (1) Cウォッチウィンドウ
   (2) スクリプトウィンドウのprintコマンド

3. 発生例
   たとえば、signed int型の変数の値が以下の場合に発生します。
      signed int val = 0xFFFF;



   (1) signed int型変数の場合
       16進数表示の場合、符号拡張されることにより、値が 0xFFFFFFFF と
       表示される。

   (2) signed int型レジスタ変数の場合
       10進数表示の場合、値が 65535 と表示される。

   ただし、これらは、シミュレータデバッガ および エミュレータデバッガ上の
   表示のみの問題です。コンパイラの生成コードには問題ありません。

4. 回避策
   (1) signed int型変数の場合
       以下のいずれかの方法で値を参照してください。
       (a) 10進数表示で参照
       (b) エディタ (ソース) ウィンドウでの変数値のポップアップ表示で参照
       (c)「シンボル登録」ダイアログボックス (注) のテキストボックスに
           以下のように入力し、変数を登録してから、Cウォッチウィンドウで参照

           (short)val

           注: 「シンボル登録」ダイアログボックスは、Cウォッチウィンドウの
               「Watch」タブをクリックしたウィンドウ上のポップアップメニュー
               (右クリックで表示)から「シンボル登録」を選択します。

       (d) Printコマンドを使用する場合は、以下のように入力して参照。

           print (short)val

   (2) signed int型レジスタ変数の場合
       以下のいずれかの方法で値を参照してください。
       (a) 16進数表示で参照
       (b) エディタ (ソース) ウィンドウでの変数値のポップアップ表示で参照

5. 恒久対策
   R32Cシリーズ用シミュレータデバッガ および エミュレータデバッガの
   改修予定はありません。
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